
令和 ３年 ９月 17日 
報道機関 各位 

◆本件のポイント！

・出雲青年会議所と協働して、講演会を開催

・ビッグデータやAI がどのように社会を変えていくのか考える

・8月に開催したワークショップにて高校生が考えた課題解決案の中から優秀な案を表彰

◆本件の概要

  島根大学数理・データサイエンス教育研究センターは、出雲青年会議所と協働し、講演会を開催

します。 

  なぜ世の中がデジタル化へ進んでいるのか。ビッグデータや AI がどのように社会を変えていく

のか。変化していく時代を皆様と共に考える講演会です。本学からは、数理・データサイエンス教育

研究センター・黒岩大史センター長、瀬戸和希助教、玉谷充助教が講演を行います。 

また、去る 8 月 6 日・28 日に出雲市内の高校生を対象に開催した「未来デザインワークショッ

プ」にて生徒が考えた“未来デザイン案(※1)”の中から、優秀な案を選出し表彰を行います。 

(※1) 出雲市が抱える課題に対する解決案。 

U・I ターン者数など、市に関わる様々なデータを組み合わせて分析し、市の問題点やその解決 

方法について意見交換しながら作成した。 

◆概要内容

講演会「未来をデザイン ～わたしたちが創る出雲の未来～」

【日 時】9月23日(木) 14：00-16：20

(プログラム) 

14：00-14：10 主催者挨拶 

14：10-15：10 講演（島根大学数理・データサイエンス教育研究センター） 

15：30-15：40 講演（出雲市役所情報政策課デジタル戦略室） 

15：40-16：10 未来デザイン案表彰 

16：10-16：20 総評等 

【会 場】大社文化プレイスうらら館 だんだんホール（YouTube ライブ配信あり） 

【その他】定員300名(先着順)、参加費無料 

【主 催】一般社団法人出雲青年会議所 

◆本件の連絡先

島根大学数理・データサイエンス教育研究センター 瀬戸 和希（せと かずき）

〒690-8504 島根県松江市西川津町 1060

TEL：0852-32-6303

【添付資料：  ■あり（  1  枚） □なし】

島根大学 数理・データサイエンス教育研究センター協力 

講演会「未来をデザイン ～わたしたちが創る出雲の未来～」 



未来の為に一番必要なこと

その答えがここにある。

デジタル庁？

ビッグデータ？

人工知能？

データサイエンス？

プログラミング教育？

ＩｏＴ？

５Ｇ？

Society5.0?

ＧＡＦＡ？

ワークショップ 講演会

会   場：出雲科学館 多目的室

対象者：市内高校生

定   員：各日程 先着20名程度　（申込締切7月30日）

参加費：無料

申   込：要申込　上記QRコード HPから申込ください。

会   場：大社文化プレイスうらら館　だんだんホール

定   員：300名(申込順)      参加費：無料

申   込：要申込　上記QRコード HPから申込ください。

講   演：島根大学数理・データサイエンス教育研究センター

出雲市情報政策課

未来をデザイン　～わたしたちが創る出雲の未来～

８月６日(金),７日(土),９日(月)　１３:００-１６:００
９ 月 ２ ３ 日 ( 木 ) 　 １ ４ : ０ ０ - １ ６ : ２ ０

何故デジタルファースト推進計画が必要なのか。ビッグデー

タやAIがどのように社会を変えていくのか。変化していく時

代を皆様と共に考える講演会です。未来デザインワーク

ショップで生徒が考えた未来デザイン案の中で優秀な案を

表彰し、発表します。会場の映像はYouTubeライブ配信し

ます。

島根大学数理・データサイエンス教育研究センターと出雲

青年会議所によるAIとビッグデータを活用した出雲の未来

チェンジメイカー育成プログラム。

出雲市のオープンデータを分析し、出雲の課題を解決する

未来デザイン案を作成します。

※いずれか１日のみの参加となります

未来デザインワークショップ ・ 講演会

https://izumojc.com/mirai-design/
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